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全ての⽣産データと部品番号における管理は、⽣産、販売、流通におけるビックデータにお
ける⽣産管理を構築できるものである。 
 
これらは⽣産システムや流通⼩売システムの統⼀管理や、データにおける管理を可能とで
きるため、企業経営や⽣産における効率性を構築でると考える。 
 
これらは企業における IT システムの導⼊とともに、優れた企業経営や⽣産システムの構築
を実現できるものである。 
 
これらは販売後の管理や、不良の解決など、企業経営におけるデータ管理の新しい環境を提
案するものであり、これらが機能的に企業の新しいシステム構築を与えることは理解を有
することが出来るものである。 
 
これらは全ての企業経営をデータ管理とともに、独⾃ IT システムの構築とともに、時代先
端性における企業環境への移⾏を実現できるものである。 
 
これらはテスタなど、新しい時代における⽣産システムが存在することに対して理解を求
め、これら時代先端性における⽣産システムが有効であり、より優れた企業経営を実現でき
る⽟である。 
 
これらは企業の全ての分野において独⾃ IT システムの導⼊を要求し、統⼀したデータ管理
はより優れた企業経営環境を実現できるものである。 
 
これらは⼩売販売後の製品管理をさらに実現し、ソロ優れた製品保障環境を実現できるも
のである。 
 
これらは明らかに企業経営の IT 化とシステムかへ移⾏することであり、より優れた企業効
率性を実現できるものである。 
 
 


